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サプリメントに

　　頼らない生活
薬剤師　藤竿伊知郎　（元外苑企画商事）
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　【材料２人分】

トルティーヤ　　　　　　１枚

①

サラダチキン　　　　½パック

にんにく　　　　　　½片

油　　　　　　　　　小さじ½

クミンパウダー　　　小さじ１

チリパウダー　　　　小さじ½

ケイジャンドレッシング（なければマヨネーズ

とケチャップとタバスコ）大さじ３

チリソース　　　　　　　大さじ１

千切りキャベツ　　　　　ｇ　５ｇ／kcal

トマト　　　　　　　　　中¼個

（エネルギーkcal　たんぱく質ｇ　脂質

７ｇ　食塩相当量놊ｇ　１人前当たり）

　【作り方】

１．トルティーヤは皿にのせラップをして電子

レンジで温める。

２．サラダチキンは食べやすい大きさに切る。

３．①と２놊を和えて皿にのせてふんわりラッ

プをかけて電子レンジで２分加熱する。

４．１놊に千切りキャベツをのせ、そこに３と

カットしたトマトをのせる。

５．４놊にケイジャンドレッシングとチリソー

スをかける。

６．クルっと丸めて、ラップで包んで出来上が

り。

従来の保険証の復活を
千駄ケ谷駅前でアピール宣伝

　６月日の昼休みに千駄ケ谷駅前で、

社会保障の充実を求める定例の宣伝・署

名行動を組織広報室と友の会で行い、昨

年月に有効期限が終了した健康保険証

の復活を求める請願署名に取り組みまし

た。いまだに続く受診トラブルや普及率

の低さなどのマイナ保険証の弊害を解決

させるために「従来の保険証の復活を」

と賛同を呼びかけました。

賛同（請願）署名へ協力
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医療をよくする会

～ご意見箱より～

　この間、ご意見箱に寄せられた声につい

ておこたえします。

　一件は、땎入院患者様への面会人数や時

間制限を拡大してほしい」というご意見で

した뙙これまでのルールは뙘①面会回数땆１

日１組）②滞在時間（分以内）③面会人

数땆３人まで땇④땎小学生以下の面会制限땏뙘

という面会ルールでした。この度、７月

日より①～③の制限については廃止、④は

땎６才以下の面会制限땏に変更となります뙙

詳細については病院のホームページをご覧

ください。

　もう一件は、땎送迎車を停めている時は

エンジンを切った方が良いのでは？」とい

うご意見でした。現在、外来透析の患者様

で送迎車を利用していますが、複数の患者

様が透析室へ何回かに分けて移動する関係

で、送迎車で待機していただく患者様もい

らっしゃいます。送迎車で待機中の暑さ対

策のためエンジンをかけています。ご理解

くださいますようお願い申し上げます。
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毎月１回
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炭
水
化
物
＋
た

ん
ぱ
く
質
＋
野
菜
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
内
容


　
暑
い
夏
で
も
ス
パ
イ
ス
が

効
い
て
食
欲
Ｕ
Ｐ
に
な
り
ま

す


　
来
年
３
月
導
入
予
定
の


Ｏ
Ｔ
Ｃ
︵
市
販
薬
︶
類
似
医

薬
品
へ
の
追
加
負
担
は

患

者
の
自
己
負
担
を
増
や
す
こ

と
で
医
療
費
を
抑
え
る
制
度

で
す

対
象
品
目
や
免
除
範

囲
は

厚
生
労
働
省
の
検
討

会
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す


　
対
象
は

医
療
用
だ

た

薬
を
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
に
転
用
し
た

뗒ス
イ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
뗓で

保

湿
剤
・
抗
ア
レ
ル
ギ

薬
・

解
熱
鎮
痛
薬
な
ど
で
す

高

血
圧
や
糖
尿
病
の
薬
は
対
象

外
で

同
じ
成
分
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
が
あ

て
も
用
途
や
用
量

が
違
え
ば
除
外
さ
れ
ま
す


　
子
ど
も

入
院
患
者

が

ん
や
難
病
の
患
者

低
所
得

者

医
師
が
必
要
と
判
断
し

た
患
者
は
除
外
さ
れ
る
見
通

し
で
す


　
仕
組
み
が
複
雑
に
な
る
一

方
で

医
療
費
の
削
減
効
果

は
年
間
９
０
０
億
円
︵
患
者

負
担
増
５
０
０
億
円

受
診

控
え
４
０
０
億
円
︶
に
と
ど

ま
り

保
険
料
の
軽
減
は
１

人
年
４
０
０
円
に
す
ぎ
ま
せ

ん


　
政
府
は
医
療
費
抑
制
へ
後

発
医
薬
品
뗊ジ

ネ
リ

ク
뗋

の
普
及
を
進
め

２
０
２
４

年
の
薬
局
調
剤
で

処
方
数

量
で
み
た
後
発
薬
の
シ

ア

は
９１
％
に
達
し
ま
し
た

し

か
し
金
額
シ

ア
は
２２
％
に

と
ど
ま
り

医
薬
品
費
の
７８

％
を
先
発
品
・
新
薬
が
占
め

ま
す


　
２
０
２
４
年
の
市
場
調
査

で
は

売
上
上
位
１０
品
目
だ

け
で
１
・
９
兆
円
に
上
り
ま

す

売
上
２
位
で
血
栓
を
防

ぐ
薬
﹁
リ
ク
シ
ア
ナ
﹂
뗊
第

一
三
共
︶
は

１
品
目
で
１

５
１
６
億
円
を
売
り
上
げ


前
年
比
１２
・
７
％
増
と
な
り

ま
し
た


　
伸
び
続
け
る
医
薬
品
費
を

抑
え
る
に
は

複
雑
な
負
担

の
仕
組
み
よ
り

高
価
薬
の

使
用
見
直
し
を
優
先
す
べ
き

で
は
な
い
で
し

う
か



